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としての興味の対照は R3SnX型に限られる｡R3SnX型においてもRの種類によって殺 菌 性
は著 しく異なる｡alkyl基の場合 C2H5-C5Hllまで高 く,C｡H.t･3で やや低 く,C8H17でかな







親水置換基の場合に著 しいことも知られている5)｡ このこともやはりリポイ ドとの親和性と関
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有 機 錫 化 合 物 の 抗 菌 性




殺菌試験は第1報7) と全 く同様であるが,寒天培養基は馬鈴薯エキスに変えて Difcoのマ
ル トエキス (市販品)を用いたO蒸溜水3.8にグルコース 150g,ペプ トン15g,Difcoのマ
ル トエキス 112.5g を加え調製した寒天培養基に所定濃度の薬液をよく混和し, これをペ ト
リ皿 (直径約 9cm)に分注固化させる｡ この混和時の温度は 50-45oCで, このため有機錫
化合物は変質,蒸散,培養基成分との反応などの物理的化学的変化は特別の場合をのぞいては
ほとんどおこらないものと考える｡薬液の溶媒には水溶性の薬剤をのぞいてはキシレンを使用
し, その際の乳化剤は非イオン系のノイゲン EA 160を使用した｡か くして得た低濃度の薬
剤を含む寒天培地に一昼夜放置後オオウズラタケ (Coriolelluspaluslris)を接種し,約 28oC
の恒温器卓で7日間培養し菌糸の発育状態を測定した｡
これらの殺菌試験の結果は Table1-4に示される｡表中 (-) は菌の発育が全 く認めら
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物であり,当然の結果である｡以上 trLbutyl系の有機錫化合物はいづれも抗菌力が大 き く
X残基による大きな差は認められない｡むしろその化合物の含有錫量に大きく影響されるが,
X残基の影響力は R:iSnの殺菌力に比すれば造かに弱いものであるO


























び可溶化性の薬剤は 0.1% 水溶液の状態で,他の薬剤は少量の キシレンに溶かし界面活性剤
で 0.1% の安定な乳化液の状態として紫外線 (300-350〃)をとおす OpticalPyrex級 の
厚み 1.5mm の特殊硝子製試験管 (内径 1cm,長さ 15cm)に 10mlとり,老化試験機に取
り付け9カ月分 (駆動時間 156時間),6カ月分 (駆動時間 104時間),3カ月分 (駆動時間
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示し, その関係を示したものである｡ これらの図によれば一般的に tributyl 系 有機錫化
合物の耐光性はかなり高 く,有機水銀剤 の耐光性大なる薬剤に匹適する｡ 光線照射後の抗菌




oxide などに比較してやや耐光性が 小さく6カ月 後さらに 9カ月 後ではそれらに比べると
- 23-












図中において阻害度 100% を示す濃度はすなわちその薬剤の totalinhibitionpoint(T.
I.P.)となるわけでこの点の右に移行する度合が問題となる｡例えば furoateで は 原 液 で
0.0005% に 7.Ⅰ.P.が存在するが,6カ月分照射後では 0.001% に,9カ月分 照 射 後 で
0.004% に移行している00,0-dimethyldiphosphorylacetateでは原 液 で 0.0002% で
T.Ⅰ.P｡となるが, 6カ月分照射後で 0.001% に,9カ月分照射後でも 0.002% で とまっ
ている｡fumarate,terephthalateなどは6カ月分照射後で 0.002%,9カ月分 照 射 後 で
0.004%に移行している｡これが sulfamate,hydroxideになると原 液 0.0005% の T.Ⅰ.
P.に対し6カ月分照射後で 0.002-0.004% となり,9カ月分照射後で 0.008% と移行 し
T.I.P.がかなり落ちている｡このように T.Ⅰ.P.の移行が耐光性を知る重要な尺 度 の一
つと考えられる｡ なおこの図で阻害度 100% より大きい濃度はその薬剤の kilingpointと
して示されるわけである｡
要 約
新しい型の tributyl系有機錫化合物約50種 について寒天希釈法により木材腐朽菌 (オオ
ウズ ラ タケ Coriolellusfalusiris)に対する抗菌性と光線照射後における抗菌効力の変化につ
いて実験をおこない, 次の如き結論を得た｡光 線 の照射は予備防腐などの実際の条件を考慮
し,万能老化試験機を用いて 0.1% の乳化液あるいは水溶液の状態で1-9カ月分照射 した｡
1) tributyl系有機錫化合物において Ⅹ残基の殺菌効力に およばす影響ははなはだ小さ








3) これら化合物の光線照射後における抗菌力の変化は阻害度曲線によって明瞭 に示 し得
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D Thefungicidaland growth-inhibitory efectsareduechieflytoBu3Sn
residueandalittletoXintributyltincompounds.
2) Thenewtributyltin compounds,Organicsulfur andphosphoruscom-
poundsofβ-bydoxyethylmercaptide,sulade,0,0-dimethyldiphosphorylacetate,
0,S-ethylenetrithiophosphateetc.,showmoreefectivefungicidalactionthan
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whenirradiated with lightforaprolongedperiodoftime. Forexample,no
noticeablechangein thefungicidalactivity oftheircompoundsisobserved
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